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達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等）

1 遅刻・欠席を減らし服
装容儀を整えるなど基
本的生活習慣の一層の
確立を目指す。

①
【成果指標】遅刻者数が1日平均
Ａ　3人未満であった
Ｂ　5人未満であった
Ｃ　7人未満であった
Ｄ　7人以上であった

４月～１月
遅刻者６１３人

対前年比　８３％
３．８人

Ｂ

　　　Ａ

遅刻者は前年を下回った（前年比83％）が、中間評価時（１日2.8人）よ
り増えＢ評価となった。遅刻者は４年連続で減少し最多時の約半数近くに
までなったが、まだ少ないといえる状態ではない。次年度も引き続き職員
全体で取り組んで行く。なお、昨年増加した欠席者は今年は減少した（前
年比67％）。しかし一昨年をまだ12％超過している。今後も遅刻・欠席を
さらに減少させ、基本的生活習慣の確立に努めたい。

【成果指標】（生徒）自ら進んでの挨拶が
Ａ　よくできている
Ｂ　だいたいできている
Ｃ　あまりできていない
Ｄ　ほとんどできていない

Ａ　２３．５％
Ｂ　５７．４％
Ｃ　１６．３％
Ｄ　　２．７％

A＋B＝８０．９％

A＋B＝80％強で中間評価時とほぼ同じ結果となり、目標値（80％）を満た
した。ただＢ評価が半数以上あり、学校全体で挨拶がかわされている、と
いえる状態ではない。今後も登校指導や授業開始時などにおいて教員から
積極的に声をかけ、挨拶の重要性を伝えたい。

② 服装容儀の指導を徹
底し、生徒の規律・
マナーの向上を目指
す。

【満足度指標】（生徒）北陵生は頭髪・服装容儀
やマナーなどについて
Ａ　よく守っている
Ｂ　だいたい守っている
Ｃ　あまり守っていない
Ｄ　ほとんど守らなかった

Ａ　２３．１％
Ｂ　６０．０％
Ｃ　１４．１％
Ｄ　　２．７％
A＋B＝８３．１

生徒の頭髪・服装容儀に関する自己評価はA＋B＝８３%で目標（80％）に
達した。しかし繰り返し注意を受ける生徒への指導に教員が苦慮する場面
もあり、保護者との連携に一層留意しながら、教職員が一致して指導を継
続して行っていく。

③ 生徒の行動に注意を
払い、生徒の面接や
保護者との連絡をよ
り密にし、学校組織
として生徒理解を深
める。

【満足度指標】（生徒）自分の行動や悩みについ
て先生方は
Ａ　いつも注目し相談に乗ってくれた
Ｂ　だいたい注目し相談に乗ってくれた
Ｃ　あまり注目せず相談に乗ってくれなかった
Ｄ　ほとんど注目せず相談に乗ってくれなかった

Ａ　１３．９％
Ｂ　５６．１％
Ｃ　２２．４％
Ｄ　　７．６％

A＋B＝７０．０％

支援・助言指導に関し教職員に対する生徒の評価は、A＋B＝70%で目標値
（80％）に達しなかった。また中間報告時より４％減少した。生徒の言動
に常に注意を払い、普段からコミュニケーションを保ち、適切な声かけを
行っていく必要がある。

2 ① 研究授業や公開授業
を積極的に行い、授
業改善に努める。

【努力指標】（教職員）授業では生徒の発言や活
動を増やす授業の工夫に
Ａ　積極的に取り組んだ
Ｂ　ある程度満足できる取り組みができた
Ｃ　積極的な取り組みはできなかった
Ｄ　ほとんど取り組めなかった

Ａ　２５．０％
Ｂ　６５．９％
Ｃ　　９．１％
Ｄ　　　　０％

A＋B＝９０．９％

教員にとって授業改善の取組は不可欠であり、90％以上の教員が生徒の学
習活動を増加させる授業の工夫を行い目標値（80％）は達成できた。Ｄ評
価は０であった。教員の意識としては授業改善にある程度取り組んだ、と
いえる。次年度も積極的に授業の研究実践に取り組み、基礎学力の定着や
進路目標の実現を図りたい。

② わかる授業を行うと
ともに、生徒の興
味・関心を引き出す
授業の工夫・改善に
努める。

【満足度指標】（生徒）わかる授業や興味関心を
引き出す授業の工夫が
Ａ　十分に感じられる
Ｂ　だいたい感じられる
Ｃ　あまり感じられない
Ｄ　ほとんど感じられない

Ａ　１２．５％
Ｂ　５７．７％
Ｃ　２３．４％
Ｄ　　６．４％

A＋B＝７０．２％

①に対応して、生徒側の受け止め状況を尋ねた。教員の授業取り組みへの
工夫を感じた生徒はA＋B＝70％で目標値（80％）に達しなかった。教員が
思うほど改善努力が生徒に伝わっていない。はっきり伝わる一層の授業改
善が必要である。なお、１年生の76％に対し、2年生が62％と低い評価で
あった。

次年度も同じ評価基準で取り組みたい。９月以降に遅刻者が増加したことを職員全体で共通認識を持ち、１日当たり３人未満の目標を目指したい。遅刻しないことや
挨拶は社会生活の基本であることを様々の機会を捉えて指導していく。

平成２３年度　学校経営計画に対する最終評価報告書
石川県立金沢北陵高等学校

少人数授業の工夫など
授業改善に努め、基礎
学力を定着させるとと
もに、生徒一人ひとり
に応じた学力の向上を
図る。

重点目標 具体的取組

全職員で時間厳守に
ついて指導を徹底す
るとともに、保護者
との連絡を密にする
などして、遅刻・欠
席の減少に努める。
また、登校指導等に
より挨拶の励行を推
進する。

今年も遅刻者数の減少は継続しており、職員全体での取組を評価できる。ことしは1日当たりの遅刻者を評価基準としたが妥当であると考える。中間評価時にAだった
ものが、最終評価でBとなったのは残念である。次年度このことを踏まえた指導をお願いしたい。学校関係者評価委員会の評価

学校関係者評価委員会の
評価結果を踏まえた今後の

改善方策
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達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等）重点目標 具体的取組

③ 授業以外の時間での
学習習慣の定着を図
る。

【成果指標】授業以外の平均学習が、１時間以上
の生徒が、
Ａ　７０％以上である
Ｂ　５０％以上～７０％未満である
Ｃ　２０％以上～５０％未満である
Ｄ　２０％未満である

４月～１月平均
４４．０％

Ｃ

１時間以上学習する生徒は半数以下であり、学習習慣の確立はまだ不十分
だが、昨年度の42.1％は上回った。毎年少しずつだが数値は上昇してい
る。定期考査年5回も定着し、考査月の学習時間は向上している。今後は
考査の有無に左右されない学習指導を行い、基礎学力定着を目指す取組を
強化したい。
１年生：３７．６％、　　２年生：４１．５％、　　３年生：５３．２％

④ 個別指導や各種資
格、検定試験に対す
る取り組みを強化す
る。

【努力指標】（教職員）授業外で補習や個人指導
を
Ａ　積極的に行っている
Ｂ　必要に応じて行っている
Ｃ　時々行っている
Ｄ　ほとんど行っていない

Ａ　２２．７％
Ｂ　４３．０％
Ｃ　２６．２％
Ｄ　　８．１％

A＋B＝６５．７％

授業以外で補習や個人指導についてはA＋B＝65.7%で目標値（A＋B＝
80％）に達せず、前年度比でも低下した。次年度は通常の学習指導だけで
なく、表現力育成や基礎学力定着に関し、朝自習等をとおして全職員がき
め細かく対応する取り組みを考える。

3 ① 各学年に応じた進路
学習を工夫し、主体
的で継続的な学びが
できるように支援す
る。

【努力指標】（教職員）本校教育課程を理解し、
生徒への助言支援が
Ａ　充分に助言・支援できる
Ｂ　おおむね助言・支援できる
Ｃ　あまり助言・支援できない
Ｄ　ほとんど助言・支援できない

Ａ　１７．８％
Ｂ　６６．７％
Ｃ　１５．５％
Ｄ　　　　０％

A＋B＝８４．５％

総合学科高校では教員が教育課程を理解熟知した上で、生徒の系列・科目
選択を一人ひとり丁寧に指導することが必要である。昨年度（目標値
70％）は90％以上だったので今年度目標値を90％に引き上げた。しかしA
＋B＝84.5％となり（中間値より上昇したが）目標値に達しなかった。新
教育課程への移行期であり、適切な助言指導を全職員が行えるよう、指導
力の向上に努めたい。

【満足度指標】（生徒）進路行事・「産社」・
「総合」の学習が
Ａ　進路を考える上で、大いに役立った
Ｂ　ある程度役立ったと感じる
Ｃ　あまり役立たなかった
Ｄ　まったく役立たなかった

Ａ　２１．８％
Ｂ　６１．５％
Ｃ　１３．４％
Ｄ　　３．３％

A＋B＝８３．３％

A＋B＝83.3%で目標(80％）は達成したが、昨年よりやや減少した。生徒の
職業観や進路目標の確立について「産社」「総合」は重要な学習と位置づ
けており、内容を精査し、次年度さらに評価が高まるよう企画、進路、学
年の連携をとりながら実施していく。

② 個別指導や各種資
格、検定試験に対す
る取り組みを強化す
る。

【成果指標】受検者数（延べ）が
Ａ　１０００人以上であった
Ｂ　８５０人以上～１０００人未満であった
Ｃ　７５０人以上～８５０人未満であった
Ｄ　７５０人未満であった

　
１１３２人

Ａ

各種検定受検者総数は１１３２名でＡ評価であった。国語関係：３９１
人、工業関係：２７８人、商業関係：４４７人が主な検定である。漢字検
定を１，２年生全体で取り組んだことが1000人を超えた要因と考えられ
る。工業、商業関係では従前通り一人が多種複数の検定を受験した。検定
への挑戦は学習への動機付けになるほか、進学・就職に向かう意志を強化
する役割を持っており、今後も奨励していきたい。

年間２回実施の生徒による授業評価の結果をしっかり受け止め、少人数授業に限らず授業改善への取り組みをさらに進め、発言・発表の機会をとおして生徒が学ぶ意
欲を高める努力を続けていきたい。④ではこの評価方法に適さない教科もあるので、評価方法を改善したい。

②で評価基準を変更し、教員の取り組みに対する生徒の受け止め状況を聴いたことは評価できる。①での教員の自己評価と生徒の評価には２０％の開きがあったが、
授業改善により活性化し生徒の評価が上がることを期待する。

組織的な進路指導によ
り履修や進路について
のガイダンス機能を充
実させ、生徒一人ひと
りの進路の実現を図
る。

学校関係者評価委員会の評価

学校関係者評価委員会の
評価結果を踏まえた今後の

改善方策
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達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等）重点目標 具体的取組

③ 保護者や関係機関と
連携を深め、進路指
導の充実を図る。

【満足度指標】（保護者）提供された情報に対し
て
Ａ　満足できた
Ｂ　ある程度満足できた
Ｃ　あまり満足できなかった
Ｄ　満足できなかった

Ａ　２３．３％
Ｂ　６２．０％
Ｃ　１２．４％
Ｄ　　２．３％

A＋B＝８５．３％

提供された情報に対しての満足度A＋B＝85．3％で目標値（80％）に達
し、昨年度（79.4％）より６％増加した。進路説明会や進路関係資料が評
価されたものと思われる。次年度は情報の内容、伝達手段等も検討し、さ
らに好評価を得られるよう取り組んでいく。

4 ① 部活動の活性化を目
指し支援･運営す
る。

【努力指標】（教職員）部活動の指導に
Ａ　ほぼ毎回参加し、充分な支援ができた
Ｂ　週２～３回参加し、概ね支援した
Ｃ　あまり参加せず、充分な支援をしていない
Ｄ　ほとんど参加せず、支援もしていない

Ａ　３６．３％
Ｂ　３６．３％
Ｃ　２７．４％
Ｄ　　　　０％

A＋B＝７２．６％

部活動の活性化に対する教員の支援・運営状況はA＋B＝72.6%で、目標値
を70％から80％に上げたこともあり、目標値に達しなかった。部活動を学
校における生徒理解・生徒指導の大きな柱として位置づけしており、次年
度も部加入率を向上させるとともに、部活動に対する教員の支援・運営を
促していく。

【満足度指標】（生徒）私は
Ａ　ほぼ毎回部活動に参加した
Ｂ　週２～３回部活動に参加した
Ｃ　あまりできなかった
Ｄ　できなかった

Ａ　４７．７％
Ｂ　２４．２％
Ｃ　　９．２％
Ｄ　１８．９％

A＋B＝７１．９％

A＋B＝71.9％で目標値（70％）に達した。部活動は充実した学校生活を送
る上でも、進路実現に向けても重要な要素であり、新入生への加入推進指
導を充実させて、さらなる活性化を図りたい。

② 地域行事・学校行事
等に参加し、地域と
の連携を密にする。

【成果指標】地域行事やボランティアなどに一度
は参加した生徒が（半期）
Ａ　２００人以上
Ｂ　１５０人以上～２００人未満
Ｃ　１００人以上～１５０人未満
Ｄ　１００人未満

前期　　２３３人
Ａ

後期　　１９１人
Ｂ

後期は生徒会を中心としたいしかわ特別支援学校との交流、ＪＲＣ部を中
心とした地域行事への参加、竹林の伐採・整備、募金活動などボランティ
ア行事へ参加した生徒数は２００人近くに上った。前期（１学年の地域清
掃活動など）より減少したが、年間を通して活発であった。次年度も引き
続き参加への働きかけを強化していきたい。

現在部活動の加入率は７５％で決して高いとは言えない。新年度に向けて加入率を高め、活性化を図りたい。①の評価内容は文化部を含めた活動全体を評価するには
必ずしも適切とはいえないので、文言を改めたい。新入生を中心に部活動加入を勧めたい。地元メディアと連携を深め、生徒の活動が掲載されるよう図っていきた
い。

部活動の積極的な加
入・活動を推進し、そ
の活動を通して活力あ
る学校生活の充実を図
る。

学校関係者評価委員会の評価

学校関係者評価委員会の
評価結果を踏まえた今後の

改善方策

学校関係者評価委員会の評価

学校関係者評価委員会の
評価結果を踏まえた今後の

改善方策

①の教員の努力指標でＤ評価の０はよいが、Ｃ（あまり助言・支援できない）が１５％あるのは多いのではないか。各種検定受検者数が千名を超えＡ評価となったこ
とは良かった。

①については、本校は総合学科高校であり、系列選択も絡んで教育課程も複雑な面はあるが、教職員全員が科目選択などの際、生徒支援をしっかり行えるよう総合学
科の教育課程全体を理解し、生徒への指導力を高めていく。

部活動は学習とともに学校活動の大切な要素であるので、一層盛んになるよう取り組んでほしい。生徒の活動が新聞報道などに取り上げられることも大切であり、広
報の充実を望む。


